
8/6「 聞き書き甲子園」 成果発表会を開催

　 山村開発セ ン タ ーで「 千年の学校」 公開講座

「『 聞き 書き 甲子園』 成果発表会」 が開催さ れ、 町民

約30名が参加し まし た。「 聞き 書き 甲子園」 は、 全

国の高校生が国内各地の森・ 川・ 海の「 名人」 を訪

問し 、 一対一の対話によ っ て、 その知恵や技・ 心、

さ ら には人生そのも のを聞き 書き し 、 作品集と し て

発信する取組です。 昨年の秋に、 8名の高校生が町内で聞き 書き 取材を 実施し まし た。 発

表会では「 聞き 書き甲子園」 実行委員長の澁澤寿一さ んによる講演のほか、 久野脇地区で

聞き 書き 活動を行う 井関早弥香さ んが事例発表を行いまし た。 また、 町内で聞き 書き取材

を 行っ た高校生4名と 、 取材を受けた名人6名のう ち、 土
つち

屋
や

鉄
てつ

郎
ろ う

さ ん（ 水川区）、 相
あい

藤
と う

令
れい

治
じ

さ ん（ 藤川区）、 水
みず

口
ぐ ち

眞
さ だ

夫
お

さ ん（ 久保尾区）、 大
おお

村
むら

雄
ゆう

一
いち

郎
ろ う

さ ん（ 沢間区）、 梶
かじ

川
かわ

榮
えい

市
いち

さ ん

（ 上長尾区）、 竹
たけ

野
の

達
たつ

三
み

さ ん（ 崎平区） が出席し 取材秘話を披露し まし た。 なお、 作品集は

町公式ホームページおよび町内2カ 所の図書室にて閲覧でき ます。

　
「
聞
き
書
き
」
と
は
、
そ
の
人
が
ど
う

生
き
て
き
た
か
を
追
体
験
し
、
自
分
自
身

の
生
き
方
や
社
会
の
あ
る
べ
き
未
来
を
見

つ
め
直
す
こ
と
で
す
。
社
会
構
造
も
「
働

く
こ
と
の
意
味
」
も
激
変
す
る
こ
の
時

代
、
脈
々
と
続
い
て
き
た
人
々
の
暮
ら
し

や
想
い
を
次
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く

こ
と
で
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
へ
と

近
づ
け
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

N PO 法人共存の森
ネッ ト ワーク 理事長

澁
し ぶ

澤
さ わ

 寿
じ ゅ

一
いち

 さ ん

聞
い
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い
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じ
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「
名
人
」
の
心
意
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井
い

関
せき

 早
さ

弥
や

香
か

 さ ん

　
久
野
脇
地
区
の
住
民
を
対
象
に
庭
の
果

樹
を
題
材
に
聞
き
書
き
取
材
を
行
い
、
雑

誌
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
長
い
年
月
を
共

に
し
て
き
た
果
樹
に
つ
い
て
話
を
聞
く

と
、
そ
の
方
の
人
生
や
地
域
の
暮
ら
し
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
活
動
を

き
っ
か
け
に
果
樹
の
存
在
価
値
を
見
直
し

て
く
れ
る
方
も
い
て
、
今
後
、
果
樹
を
地

域
活
性
化
へ
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

ひとつのことを積み重ねてきた

人が「 名人」 と呼ばれるのだ

と感じました。 自分が身をもっ

て感じた川根茶の魅力を、 多

くの人に伝えたいです。

 大
おお

嶋
し ま

 勘
かん

太
た

さん

「百聞は一見に如かず」 とい

うように、 自分の目で 現場を

見ることが重要だと感じたの

で、 これからもその気持ちを

大切にしていきたいです。

 
清
きよ

見
み

 陽
はる

香
か

さん

普段飲んでいる美味しいお茶

は、 代 の々茶農家さんが紡い

で きた歴史の賜 物 で あり、

たゆまぬ努力がそれを支え続

けていることを知りました。

 國
く に

田
た

 葵
あおい

さん

狩猟に興味があり猟師であ

る名人への取材を希望しまし

たが、 実際には狩猟だけで

なく、「 山の名人」 で あること

が求められると学びました。

 松
まつ

村
むら

 温
はる

人
と

さん

こ こ にも 、 一つの物語。
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